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　【研究上の特記事項】

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】　（主要なもの）

　【学内活動】（学内職歴を含む・主要なもの）

有限温度・有限密度における場の量子論の相転移・相構造に関する研究

パソコン入門講座、ＥＸＣＥＬ入門講座

情報処理センター所員（兼任）
ネットワーク委員会、ホームページ委員会、情報処理センター運営委員会、入試委員会、図書館
委員会、教養部企画委員会、教養部教務委員会

大阪市立大学大学院理学研究科物理学専攻後期博士課程単位取得満期退学

大阪市立大学理学博士

素粒子理論

         平成14～16年度　　教 育 研 究 業 績 書

取得学位

1988年度奈良大学在職期間

日本物理学会、アメリカ物理学会、素粒子論グループ

最終学歴

専門分野

所属学会

研究課題

京都大学基礎物理学研究所研究会「熱場の量子論とその応用」世話人

奈良教育大学非常勤講師



① N-point vertex
functions,
Ward-Takahashi
identities and
Dyson-Schwinger
equations in
thermal QCD/QED
in the real
time hard-
thermal-Loop
approximation

共著

② 「情報基礎」現状
と課題

単著

③ Chiral phase
transition in
QCD at finite
temperature:
Hard-thermal-
loop resummed
Dyson-Schwinger
equation in the
real time
formalism

共著

④ Chiral phase
transition in
QED at finite
temperature:
Dyson-Schwinger
equation
analysis in the
real time hard-
thermal-loop
approximation

共著

⑤ Thirring模型の
密度依存性につい
て

単著

実時間形式で硬熱ループ近
似のDyson-Schwinger方程
式を数値計算により分析を
行った。ここでは、その結
果を報告した

以前に筆者が書いた論文の
一部が他の研究者の結果と
異なるとの指摘について検
討した。

実時間形式での硬熱ループ
近似によるQED/QCDのグ
リーン関数を求めた。これ
らは、Ward高橋恒等式を満
足することを確認した。さ
らに、その近似でのDyson-
Schwinge方程式を与えた。

必修科目「情報基礎」が開
講されて４年目にあたり、
現状とそこから見えてきた
課題について論じた。

実時間形式で硬熱ループ近
似のDyson-Schwinger方程
式を数値計算により分析を
行った。ここでは、その第1
報を報告した。

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

（学術論文）

著書､学術論文等の名称

2002年11月

2003年5月

総合研究所所報（奈良大
学）　第13号, pp.29-37.

2005年3月

Progress of Theoretical
Physics Vol.107, No.4,
pp.759-784.

情報処理センター年報
No.13, pp.17-23.

Pramana - Journal of
Physics Vol.60, No.5,
pp.1029-1033.

2002年4月

Progress of Theoretical
Physics Vol.110, No.4,
pp.777-789.

2003年10月



① Chiral phase
tansitions in
thermal QED/QCD

共同

② Phase structure
of the massive
scalar φ4 model
at finite
temperature

共同

③ Chiral phase
transitions in
thermal QED/QCD

共同

④ ボルツマン方程式
によるクォーク物
質の強磁性の分析

共同

① 実時間硬熱ループ
近似DS方程式によ
る熱QED/QCDのカ
イラル相転移機構
の研究

共著

② Chiral phase
tansition in
QCD at finite
temperature:
Hard-thermal-
loop resummed
Dyson-Schwinger
equation in the
real time
formalism

共著

③ Dyson-Schwinger
equation in the
real time
formalism

共著

実時間形式で硬熱ループ近
似のDyson-Schwinger方程
式を数値計算により分析を
行った。ここでは、その結
果を報告した。

くりこみ群方程式を用いて
有効ポテンシャルを改善す
る方法をmassiveスカラー
φ4理論に適用して、その相
構造を調べた。

実時間形式で硬熱ループ近
似のDyson-Schwinger方程
式を数値計算により分析を
行った。ここでは、その結
果を報告した。

ボルツマン方程式を用い
て、クォーク物質中の強磁
性の性質を調べた。

2002年8月

（学会発表）

基研研究会「熱場の量子論
とその応用」, 京都大学基
礎物理学研究所

2002年8月

（その他）

2002年9月

2003年3月

基研研究会「熱場の量子論
とその応用」, 京都大学基
礎物理学研究所

2002年7月 京都大学基礎物理学研究所
研究会「場の量子論の基礎
的諸問題と応用」(2001年
12月実施）の研究会報告
　　　＊学術論文③の内容

2002年4月 素粒子論研究 第105巻, 第
1号, pp.A9-A11

京都大学基礎物理学研究所
研究会「熱場の量子論とそ
の応用」 (2001年9月実
施）の研究会報告
　　　＊学術論文③の内容

日本物理学会2002年秋季大
会,立教大学池袋キャンパ
ス

日本物理学会第58回年次大
会, 東北大学川内キャンパ
ス・東北学院大学土樋キャ
ンパス

2003年2月 学会発表①の研究会報告

素粒子論研究 第105巻, 第
4号, pp.D96-D97

素粒子論研究 第106巻, 第
5号, pp.E4-E6



④ Phase structure
of the massive
scalar φ4 model
at finite
temperature

共著 2003年2月 学会発表②の研究会報告素粒子論研究 第106巻, 第
5号, p.E31


